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PPEについて 

基本的には標準予防策を実施し、陽性(疑い)患者については患者との接触の程度によって選択する。 

患者に直接触れない、または手だけの接触の場合はサージカルスク(N95マスク)＋アイガード＋手袋、 

身体接触の可能性がある場合にはフル PPE (N95マスク＋アイガード＋手袋＋ガウン)で対応する。 

詳細は別紙 1を参照。 
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スクリーニング目的の PCR検査対象 

◆ 緊急入院 

◆ 全身麻酔による手術前の患者 

◆ 予定入院で発熱・急性の上気道症状かある患者 

◆ 内視鏡・気管支鏡・歯科処置を入院対応で実施する場合 

◆ 入院 1週間以内に挿管・NPPV・NHF等を行う場合 

 

入院患者の病室選定 

陽性者：3西の陽性病床へ 

それ以外：一般病棟へ。大部屋・個室の判断は各主治医判断とする。ただし、入院後すぐにNPPVやNHF

を装着する場合は個室にし、翌日 PCR再検して陰性なら大部屋可とする 

 

陽性患者の入院経路 

平日日勤帯：3西スタッフが迎えに行く 

夜間・休日：救外スタッフが 3西へ搬送する 

※搬送時の PPE は上記の対応に準ずる。人払いは不要だが速やかに移動し、エレベーターに他の患者

やスタッフが同乗しないように注意する。 

 

入院中の患者の発熱時対応 

入院 1週間以内の発熱・上気道症状があった場合には COVID-19抗原検査を実施。 

陽性の場合(Ct値 30以下)：陽性患者として 3西陽性病床へ移動。 

同室者（濃厚接触者）は、3 西へ移動せず、各病棟の個室もしくは大部屋で

疑い患者として対応。最終接触日を 0日とし 5日目に PCR検査を実施し、陰

性なら解除可. 

陽性の場合(Ct値 40前後)：偽陽性として別紙 2を参照し対応。 

陰性：これまで通りの対応 
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別紙 2 
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リスク評価 

陽性者との「接触した条件」「自分の着用していた PPE」で確認（詳細は別紙 3 ) 
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職員の対応 

陽性者：発症から 5 日間の就業停止。症状が軽快していれば 6 日目、軽快していない場合は症状軽快

24時間後に自宅で抗原検査を実施。 

陽性の場合：発症から 10日目まで就業制限を延長、11日目から出勤可 

陰性の場合：出勤可 

※抗原キットは陽性判明後、所属長から ICN神津（PHS:7841)へ連絡後、救急外来で受け取りが可能。 

連絡がない場合には抗原キットは渡せません。また病院まで抗原キットを取りに来なくても、薬局等で

一般用検査薬として販売されているキット(別紙 4参照)を使用してもかまいません。 

陽性者と接触がある場合：リスク評価で自分のリスクを確認し、健康観察の対象となった場合には、健康

観察を厳重に行いつつ、体調に変化が無ければ出勤可。当面の間、5日目にPCR検査を実施する（結果

待ちの間就業可）。PCR 検査は病棟などは各部署で実施、それ以外の部署は 14時から検査部にて実施。 

陽性者との接触から 5 日目以内に発熱や急な上気道症状の出現があった場合にはみなし陽性とし、発

症日をから 5 日間の出勤停止。以降の対応は陽性者の対応と同じ。軽微な症状で迷う場合には抗原検

査を実施する。 

 

家族の体調不良時の対応 

発熱や急性の上気道症状がみられた場合は、可能な限り抗原検査を実施する。検査は一般用検査薬

(別紙 4参照)でも可。 

検査で陽性となった場合には ICN神津(PHS:7841) へ報告すること。 

 

発熱外来 

成人は、2023年 5月 23日（火）より診察は新患外来、検体採取は検査部で実施. 

小児は、これまでどおり小児科外来にて診察＆検体採取を実施. 

 

処方薬 

2023年 5月 8日以降、コロナ治療薬（ゾコーバなど）は院外薬局対応不可なので、院内処方とする. 

解熱剤などのみであれば院外薬局にて対応可能. その際、院外薬局へ連絡は不要. 



2023.5.8以降の COVID-19対応マニュアル 
2023年 5月 1日  

感染対策委員会 

6 

 


